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QOL 研究所紀要：The Bulletin of Studies on 














9 □ □ □ □ □
10 □ □ □ □ □
11 □ □ □ □ □
12
□ □ □ □ □
13 □ □ □ □ □
14 □ □ □ □ □
15 □ □ □ □ □
16 □ □ □ □ □
17



















良い やや良い 普通 やや悪い 悪い
1 □ □ □ □ □
2 □ □ □ □ □
3 □ □ □ □ □
4 □ □ □ □ □
5 □ □ □ □ □
6
□ □ □ □ □
7
□ □ □ □ □
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良い やや良い 普通 やや悪い 悪い
18 □ □ □ □ □
19 □ □ □ □ □
20 □ □ □ □ □
21 □ □ □ □ □
22 □ □ □ □ □
23 □ □ □ □ □











25 □ □ □ □ □
26 □ □ □ □ □
27 □ □ □ □ □
28 □ □ □ □ □
29 □ □ □ □ □
30 □ □ □ □ □
31 □ □ □ □ □
32 □ □ □ □ □
33 □ □ □ □ □
34 □ □ □ □ □
35 □ □ □ □ □
36
□ □ □ □ □
37
□ □ □ □ □
38 □ □ □ □ □
39
□ □ □ □ □
40 □ □ □ □ □
教員は、カミングアウトした児童生徒のプライバシーを守る。話
した内容を、両親を含めた第三者に伝えたい場合には、本人
と話し合ってからにする。
教員が考えた支援を行うより、児童生徒と話し合う中で、どの
ような支援が良いのか一緒に考える。
学校全体がLGBTの学生を支援する。（非当事者の支援者
であるアライと当事者の活動を支援するなど。）
教員自身が持っているLGBTの知識をもとに対応するのではな
く、目の前にいる児童生徒が何を望んでいるのかをじっくりと聞く
ことを大切にする。
宿泊行事では、引率教員の客室にあるシャワールームなどの
個室を使えるようにする。
宿泊行事では、部屋割りや入浴の方法などの話を進めていく
中で、困っている様子の児童生徒がいたら、声をかけて一緒に
考える。
体育又は保健体育において別メニューを設定する。
戸籍名を使用せざるを得ない場面については、生徒に事前に
連絡する。
卒業証書は戸籍名で印刷し、読みあげる時は通称名を使う。
上半身が隠れる水着の着用を認める（戸籍上男性）。
宿泊行事では、希望する性別の部屋や個室に割り振る。
修学旅行等の場合、入浴時間をずらす。
水泳の授業では、補習として別日に実施、又はレポート提出
で代替する。
運動部の活動では、自認する性別に係る活動への参加を認
める。
自認する性別として名簿上扱う。
着替えや健康診断では、本人の申し出によっては他の児童生
徒たちと別の時間帯で、個別に対応する。
